
皐

界 ト

望

展

ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
研
究
に
閲
す
る
一
覗
貼

植

泰

夫

村

は

じ

め
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小
論
の
目
的
は
、
七

0
年
代
以
降
に
急
速
に
盛
ん
に
な

っ
た
日
本
に
お
け
る

ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
研
究
の
現
黙
を
ふ
ま
え
、
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に

若
干
の
問
題
黙
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

日
本
の
ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
研
究
、
も
う
少
し
一
般
的
に
は
祉
曾
経
済
史
研
究

は
こ
れ
以
前
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
小
論
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
七

0
年
代

以
降
の
諸
研
究
は

ω分
析
の
封
象
が
ジ
ャ
ワ
社
曾
の
基
底
に
存
在
し
た
デ
サ
共

同
種
、
特
に
中
、
東
部
ジ
ャ
ワ
に
康
範
に
存
在
し
た
水
田
の
共
同
占
有
の
性
格

を
め
ぐ
る
問
題
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
こ
と
、

ω制
到
象
と
な
る
時
期
が
ほ
ぼ
一

九
世
紀
以
降
、
そ
れ
も
中
葉
以
降
で
あ
る
こ
と
、

ω同
時
代
の
オ
ラ

ソ
ダ
に
よ

る
土
地
調
査
報
告
類
、
特
に
一
八
六
八
J
六
九
年
に
王
侯
領
を
除
く
ジ
ャ
ワ
の

オ
ラ
γ
ダ
直
稽
領
の
ほ
ぼ
全
域
で
寅
施
さ
れ
た
大
規
模
な
土
地
種
調
査
の
報
告

で
あ
る
E
R
を
主
た
る
史
料
と
す
る
、
と
山
戸
う
貼
で
共
通
黙
を
持
ち
、
以
前
の

諸
研
究
と
質
的
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

・
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
の
出
夜
黙
と
な
っ
た
の
は
、
』
o
r
S
F
T

E
q
r
ド
2
5
の
皐
位
論
文
同
5
0
2
2ロ
2
2
a
o
E
r
o
E
O
臼

P
L
F
0
4
2

r
a
m
S
E
r
a
-
F
N。
。
島
内
E
N
U
r
r
o
o同同。ロ
g
F
r
r
o
z
sニ
。
河
口
ω
昨日問。
ro

zs-EF
。
口
。
M
M

』雪印・
H
由
N

∞
(
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
の
ロ
シ
ア
と
ジ
ャ

ワ
の

土
地
占
有
の
比
較
研
究
〉
を
紹
介
し
た
田
中
則
雄
氏
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
地

制
度
史
概
要
」
(
岸
幸
て
馬
淵
東
一
編
者
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
祉
舎
構
造
』

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
一
九
六
九
年
、
所
校
)
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
一
九
世

紀
半
ば
の
ジ
ャ
ワ
の
土
地
占
有
状
況
の
地
域
分
布
、
デ
サ
の
土
地
に
制
到
す
る
一庭

分
権
の
定
義
、
デ
サ
住
民
の
祉
曾
的
階
層
構
成
、
ヒ
γ
ヅ

l
ジ
ャ
ワ
期
以
来
の

土
地
占
有
の
概
史
な
ど
、
デ
サ
共
同
陸
に
お
け
る
土
地
占
有
問
題
が
中
心
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
水
田
の
共
同
占
有
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
「
強
制
栽
培
制
度
は
共
同
盟
占
有

(
n
O
B
E
S
E
-
r
o
N
F〉
に
非
常
に
強
い
影
響
を
輿
え
た
。
共
同
値
占
有
は
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
強
制
栽
培
制
度
以
前
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
非
常
に
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
定
期
的
割
替

え
の
共
同
鐙
占
有
が
侭
進
さ
れ
た
。
」
守
・

3
6
と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
「
土
地

の
共
有

(
8日
目

5
2ご
話
回
目
。
は
オ
ラ
ン
ダ
権
力
の
浸
透
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
お
こ
っ
た
」

e・
8
3
と
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
強
制
栽
培
制
度
の
廃
止
後
、
個
人
占
有
へ
の
縛

換
を
侭
議
す
べ
く
そ
の
方
法
を
規
定
し
た
一
八
八
五
年
の
穂
換
令
の
公
布
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

ω夫
役
の
不
均
衡
、

ω甘
熊
栽
培
、

ω村
役
人
の
妨
害
、

ω持

分
の
地
味
不
均
等
、
の
理
由
で
容
易
に
は
鶴
換
が
寅
現
し
な
か
っ
た
こ
と
、
穂

換
は
穂
換
令
の
規
定
と
離
れ
て
割
替
期
間
の
延
長
か
ら
定
期
割
替
の
中
止
、
固

定
持
分
化
と
い
う
形
で
緩
か
に
進
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
田
中
論
文
は
共
同
占
有
の
起
源
、
解
鐙
を
特
徴
づ
け
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
結
が
そ
の
後
の
研
究
の
中
で
ど
の
よ
う
に
深
め
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
検
討
し
て
み
た
い
。
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な
お
、
一
九
世
紀
賞
時
の
調
査
報
告
類
に
は
土
地
の
占
有
形
態
を
示
す
用
語

と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
、

ω
n
O
B自
己
ロ
白
色

r
s
x
ω
向。ョ

2
ロ

r
o
z
ω

向。自

2
5
n
E
3
0
5
r
r
o
N広
判

2
向。三

r
-
E
Z
F
E
Z
-
r
o
E
な
ど
が
用

い
ら
れ
る
が
、
我
園
で
は
論
者
に
よ
っ
て
-
諜
語
が
少
し
づ
っ
異
な
っ
て
お
り
、
ま

た
後
述
の
よ
う
に
誇
語
を
使
い
わ
け
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
し
か

し
、
誇
語
の
本
格
的
な
検
討
は
未
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
本
稿

で
は
一
腹
、
各
論
者
の
用
法
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
、

ω
l
ω
を
共
同
占
有
(
植

村
〉
、
共
同
的
占
有
(
森
、
加
納
、
宮
本
)
、
共
同
鐙
的
占
有
(
内
藤
)
な
ど
と
、

ωを
世
襲
的
個
人
〔
的
〕
占
有
と
し
て
記
述
し
た
が
、
言
葉
の
表
わ
す
内
容
は

各
論
者
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

ー
、
共
同
占
有
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題

こ
の
問
題
に
関
す
る
最
初
の
本
格
的
な
質
設
論
文
は
森
弘
之
氏
の
「
ジ
ャ
ワ

の
『
共
同
的
占
有
』
と
強
制
栽
培
制
度
」
(
「枇
曾
経
済
史
皐
」
四
一
|
四
、

一
九
七
六
)
で
あ
ろ
う
。
森
論
文
は
A
B
一
一
一
一
一
容
所
枚
の
「
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る

土
地
占
有
に
つ
い
て
の
統
治
調
査
」
や、

E
R
、
T
N
I
、
L
S
な
ど
に
所
載

の
記
録
を
史
料
に
、
強
制
栽
培
制
度
、
特
に
藍
と
甘
熊
の
栽
培
が
水
田
の
個
人

的
占
有
を
失
な
わ
し
め
共
同
的
占
有
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
具
鐙
的
に
明
ら
か

に
し
た
。
即
ち
、
「
植
民
地
政
府
の
課
し
た
作
物
の
栽
培
に
水
田
が
振
向
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
ヤ
サ
即
ち
個
人
的
占
有
が
あ
る
の
は
邪
腿
で
あ
っ

て
、
そ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
官
吏
が
:
:
:
水
田
の
共
同
的
占
有
を
強
要
し
た
」

守
・
臼
〉
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
醤
来
の
個
人
的
占
有
の
謹
書
で
あ
る
ピ
ア

グ
ム
を
理
事
官
や
レ
ヘ
ン
ト
が
集
め
て
焼
い
て
し
ま
っ
た
例
や
、
栽
培
を
強
制

し
村
民
の
土
地
所
有
に
干
渉
を
加
え
た
の
は
郡
長
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
更
に
こ
れ
と
関
連
し
て
、
古
く
か
ら
の
慣
行
で
は
開
墾
地
は
開

墾
者
の
世
襲
的
個
人
的
占
有
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
崩
さ
れ
開
墾
者

の
権
利
は
一
定
期
間
の
み
の
暫
定
的
使
用
穫
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後

は
土
地
は
共
同
的
占
有
の
中
へ
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
甘
蕉
栽
培
地
域

で
は
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
や
ス
ラ
パ
ヤ
の
例
に
見
え
る
如
く
、
水
田
を
一や
等
に
分
割

す
る
こ
と
や
規
則
的
に
年
毎
に
分
割
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
ま
た
東
ジ
ャ
ワ

の
プ
ス
キ
、
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
地
方
で
は
甘
熊
栽
培
の
負
捨
と
結
び
つ
く
特
殊
な

形
の
水
田
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
的
占
有
地
を
ほ
と
ん
ど
残
し
つ
つ
栽

培
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
森
氏
は
、
か
く
し
て
形
成

さ
れ
る
「
共
同
値
」
は
自
律
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
デ
サ
の
性
格
を
規
定

す
る
。さ

て
、
強
制
栽
培
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
八
三

O
年
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
か
ら
水
田
の
共
同
占
有
が
存
在
し
、
定
期
的
な
土
地
の
割
替
が
貧
施
さ
れ

て
い
た
地
域
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
引
の
田
中
論
文
に
も
見
え
、
ま
た
E
R
や

ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
地
税
制
施
行
前
の
一
八
一

0
年
代
初
頭
に
貫
施
し
た
調
査
の
報

告

ω与
2
2
8
な
ど
に
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
黙
を
森
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。
即
ち
、
ト
ヮ
ガ
ル
理
事
州
プ
マ
ラ
ン
州

(
Z岡
2
5
E巴

デ
サ
カ
ラ
ン
モ
ン
チ
ョ
ル
に
関
す
る
「
共
同
的
占
有

m
O
B
S
P
Z
2
水
田

は
、
共
同
的
占
有
が
導
入
さ
れ
た
時
に
既
に
無
主
化
し
て
い
た
包
唱
喜
三
曲
-

v
a
g
と、

嘗
局
の
命
令
で
共
同
的
占
有
と
な
っ
た
が
以
前
は
誰
の
も
の
で

あ
っ
た
の
か
が
判
っ
て
い
た
包
唱
曲

F
r
s
E
E
に
分
け
ら
れ
る
」
と
い
う
記

事

(
E
R
二
巻
所
牧
)
な
ど
を
も
と
に
、
「
同
じ
個
人
的
占
有
の
共
同
的
占
有

化
と
い
っ
て
も
、
植
民
地
支
配
以
前
と
植
民
地
支
配
下
と
で
は
質
的
に
異
な
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
少
く
と
も
農
民
の
側
か
ら
は
認
識
さ
れ
て
い

た」

Q
・
8
〉
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
強
制
栽
培
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
創
出

さ
れ
た
共
同
的
占
有
と
は
別
に
、
こ
れ
と
は
質
的
に
異
な
っ
た
共
同
的
占
有
が
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銃
に
一
八
一
二

O
年
よ
り
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
森
氏
は
、
一
様
に
「
共
同
的
占
有
」
と
露
出
し
て
き
た

ga-

B
E
E
-
r
S
F
m
o
s
sロ
r
S
F
問。目。。ロ臼
nr同司唱。
-
ι
r
r
g
x
の
用
語
は
、

厳
密
に
は
そ
の
使
い
分
け
を
再
検
討
し
て
誇
し
わ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
問

題
提
起
す
る
。

、
森
氏
が
こ
の
よ
う
に
強
制
栽
培
制
度
が
果
し
た
役
割
を
重
視
し
て
分
析
の
中

心
を
そ
こ
に
置
い
た
の
に
封
し
、
内
藤
能
房
氏
の
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
『
土

地
占
有
形
態
』
再
考
|
|
ジ
ャ
ワ
村
落
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察

|
|
」
(
「
ア
ジ
ア
研
究
」
一
一
四
|
一
、
一
九
七
七
)
は
E
R
に
お
け
る
「
個
人

〔
個
別
〕
的
土
地
占
有
」
と
「
共
同
(
鐙
〉
的
土
地
占
有
」
と
い
う
概
念
の
匡

別
の
有
効
性
に
劉
す
る
疑
問
か
ら
出
援
す
る
。
氏
は
先
.す
個
人
的
占
有
の
寅
態

を
検
討
し
、

E
R
の
い
う
「
世
襲
的
個
人
的
占
有
」
権
は
あ
く
ま
で
も
土
地
に

糾
問
す
る
事
質
上
の
支
配
に
基
づ
く
権
利
で
あ
っ
て
、
デ
サ
の
正
式
メ
ン
バ
ー
に

割
り
あ
て
ら
れ
た
努
役
義
務
負
捨
と
ひ
き
か
え
に
デ
サ
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
に
貰
却
に
射
し
て
制
限
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
「
個
人
的
」

の
名
に
か
か
わ
ら
ず
流
動
性
が
小
さ
く
、
近
代
的
「
所
有
」
と
は
明
確
に
異
な

る
も
の
だ
と
す
る
。
つ
い
で
「
共
同
世
的
占
有
」
を
検
討
し
、
そ
れ
は
「
占

有
」
と
は
い
っ
て
も
、
デ
サ
共
同
健
の
正
式
構
成
員
た
る
努
役
負
猪
者
の
フ
ァ

ン
ド
を
構
成
す
る
共
問
題
耕
地
の
、
「
持
分
保
有
者
」
に
よ
る
個
別
的
な
い
し

家
族
的
使
用
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
こ
の
「
持
分
保
有
」
あ
る
い
は
「
使
用
」
は

デ
サ
に
よ
る
様
々
な
制
約
の
存
在
か
ら
み
て
軍
に
共
同
的
と
い
う
よ
り
共
同
鐙

的
と
い
う
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
る
。

か
く
の
如
く
規
定
さ
れ
た
共
同
盟
的
占
有
の
起
源
に
闘
し
て
、
内
藤
氏
は
E

R
の
記
事
か
ら
後
生
要
因
を
抜
き
出
し
て
次
の
六
種
類
に
分
類
整
理
す
る
。

ω

強
制
栽
培
制
度
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
な
う
官
吏
に
よ
る
共
同
種
的
占
有
化
の
指

導
、
な
ら
び
に
栽
培
努
役
等
の
負
措
増
へ
の
住
民
側
の
封
慮
。

ω古
く
か
ら
見

ら
れ
た
離
村
、
確
定
相
績
人
の
死
亡
等
の
理
由
で
放
棄
さ
れ
た
土
地
や
波
吹
さ

れ
た
職
田
・
封
地
の
「
共
同
鰻
的
占
有
」
地
化
。

ω各
種
労
役
負
捻
の
過
重
に

制
到
す
る
住
民
の
負
猪
卒
等
化
に
よ
る
。

ω地
租
制
度
ハ
一
八
一
一
一
一
年
ラ
ッ
フ
ル

ズ
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
全
権
委
員
園
が
若
干
の
修
正
を
加
え
て
一
八
一

八
年
よ
り
貧
施
し
た
村
落
単
位
の
課
税
制
度
)
の
導
入
に
伴
な
う
政
府
に
よ
る

土
地
の
卒
等
再
配
分
の
命
令
。
同
「
原
住
民
首
長
」
や
村
長
の
命
令
に
よ
る
共

同
開
墾
な
ら
び
に
住
民
の
意
志
に
よ
る
水
田
の
共
同
造
成
。
制
共
同
鐙
的
規
制

に
よ
る
開
墾
地
(
原
則
と
し
て
は
個
人
的
占
有
と
さ
れ
て
い
た
)
の
一
定
期
間

後
の
共
同
鐙
的
占
有
地
化
。
以
上
か
ら
、
氏
は
「
共
同
種
的
占
有
」
は
一
般
に

は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
地
租
制
度
の
導
入
後
に
現
わ
れ
は
じ
め
、
特
に

強
制
栽
培
制
度
の
導
入
と
抜
大
に
よ
り
急
増
し
た
と
結
論
す
る
。
一
・
方
、
地
租

制
度
導
入
以
前
の
共
同
盟
的
占
有
、
放
て
き
地
や
開
墾
地
の
共
同
鐙
慣
行
に
基

づ
く
共
同
健
的
占
有
化
の
諸
例
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
解

回
押
す
る
。
「
も
し
住
民
が
、
無
主
化
し
た
放
て
き
地
の
村
落
管
理
や
以
前
か
ら

の
慣
習
で
あ
る
自
己
開
墾
地
の
一
定
期
間
後
の
デ
サ
へ
の
引
き
渡
し
を
も
っ
て

『
共
同
盟
的
占
有
』
の
愛
生
と
み
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
内

容
を
異
に
す
る
、
一
一
つ
の
類
似
事
態
に
、
『
共
同
種
的
占
有
』
と
い
う
一
つ
の

言
葉
し
か
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
」

e・m
m
)

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
藤
氏

に
あ
っ
て
も
「
共
同
鐙
的
占
有
」
に
は
、
判
地
租
制
度
導
入
以
前
か
ら
の
、
主

に
無
主
化
し
た
土
地
を
牧
容
し
て
で
き
た
も
の
、
倒
「
個
人
的
占
有
地
」
か
ら

鶴
換
さ
れ
た
も
の
で
、
典
型
的
に
は
強
制
栽
培
制
度
導
入
後
に
夜
生
し
た
も
の

の
、
質
的
に
異
な
る
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
内
藤
氏
は
更
に
議
論
を
進
め
、
も
し
倒
の
穂
換
が
事
寅
な
ら
ば
「
以

前
の
個
人
的
占
有
」
の
基
盤
は
脆
弱
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
漁
想
し
、
こ
れ
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を
一
九
世
紀
初
頭
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
検
謹
し
よ
う
と
す
る
。
即

ち
、
オ
ラ

ン
ダ
直
轄
領
へ
の
編
入
(
一

八
三
O
年
〉
以
前
の
パ
-
二
マ
ス
、

パ

グ
レ
ン
地
方
の
住
民
の
土
地
占
有
欣
況
に
関
す
る
E
R所
枚
記
事
を
分
析
し
、

少
く
と
も
一
九
世
紀
初
頭
の
マ

タ
ラ
ム
外
領
で
は
、
住
民
の
土
地
に
封
す
る
権

利
は
「
原
住
民
首
長
」
や
そ
の
代
理
人
ブ
ク
ル
が
要
求
す
る
税
、

労
役
を
負
禍
錯

す
る
限
り
耕
作
を
許
さ
れ
る
と
い
う
耕
作
権
に
す
ぎ
ず
、
自
己
開
墾
地
に
制
到
す

る
個
人
的
占
有
権
も
期
限
つ
き
で
あ

っ
た
。
住
民
は
ブ
ク
ル
と
一
劃
一
の
関
係

で
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
デ
サ
は
必
ず
し
も
共
同
値
的
で
あ
っ
た
と

は
い
え
な
い
と
解
稗
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
以
前
の
個
人
的
占
有
」
の
意
味
は
共

同
鐙
的
規
制
が
強
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
近
代
的
私
有
権
と

は
全
く
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
少
く
と

も
中
、
東
部
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
「
個
人
的
占
有
」
と
「
共
同
健
的
占
有
」
の

区
別
を
過
大
に
評
償
し
て
は
な
ら
な
い
と
結
論
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
森
、
内
藤
雨
氏
に
よ
っ
て
、
二
種
類
の
共
同
占
有
の
存
在

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
あ
る
が
、
雨
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
雨
氏
と
も
に

全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
熟
を
迫
求
し
よ
う
と
し
た
の
が
宮
本
謙

介
氏
の
「
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
と
ジ
ャ
ワ
祉
舎
の
再
編
成
|
|
一
九
世
紀
の

土
地
制
度
を
中
心
に
|
|
」
(
「
歴
史
皐
研
究
」
四
九
七
披
一
九
八
一
)
の
前

牢
部
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
擬
制
的
に
再
編
成
さ
れ
た
封
建
的
土
地
所
有
関

係
」
論
で
あ
ろ
う
。
宮
本
氏
は
先
ず
首
長
居
の
土
地
所
有
の
問
題
に
つ
い
て
、

一八一一一

O
年
以
降
の
ジ
ャ
ワ
の
オ
ラ

ン
ダ
直
職
領
で
は
マ
タ
ラ
ム
時
代
の
耕
地

制
度
が
改
編
さ
れ
土
地
所
有
制
度
の
再
編
が
進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
本
方
向

は
オ
ラ
ン
ダ
構
民
地
蛍
局
が
土
地
蕗
分
の
最
終
的
権
限
を
保
持
し
つ
つ
も
、
豚

長
、
郡
長
に
封
し
て
は
土
地
所
有
権
の
部
分
的
譲
渡
に
よ
っ
て
、
村
落
レ
ベ
ル

で
は
村
長
・
村
役
人
の
織
田
制
温
存
に
よ
っ
て
、
と
も
に
首
長
賦
役
を
含
む
租

税
収
取
権
を
附
輿
し
、
在
地
支
配
の
積
粁
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
述
べ
る
。
次
に
農
民
の
土
地
占
有
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
個
人
的

占
有
」
「
共
同
的
占
有
」
と
い
う
用
語
は
農
民
自
身
が
様
々
な
名
稽
で
呼
ん
で

い
た
土
地
占
有
権
を
植
民
地
嘗
局
が
再
整
理
し
人
篤
的
に
導
入
し
た
概
念
で
あ

り
、
現
貨
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
述
べ
た
後
、
強
制
栽
培
制

度
期
に
お
い
て
「
共
同
的
占
有
」
が
急
増
し
た
こ
と
を
、
強
制
栽
培
制
度
期
以

前
か
ら
存
在
し
て
い
た
「
共
同
的
占
有
」
が
こ
の
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
蛍

局
の
手
で
擬
制
的
に
績
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
解
醐
拝
す
る
。
氏
の
論
旨
は
概
ね

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、

E
R
の
記
事
か
ら
強
制
栽
培
制
度
期
に
「
共
同

的
占
有
」
化
さ
れ
た
水
田
を
放
き
出
し
て
原
因
を
整
理
す
る
と
、
最
も
多
い
の

が
強
制
栽
培
導
入
時
に
オ
ラ
ン
ダ
の
直
接
的
命
令
に
よ
っ
て
「
共
同
的
占
有
」

に
改
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
開
墾
後
の
一
定
期
閲
を
蜘
似
た

「
共
同
的
占
有
」
化
、
放
て
き
地
の
「
共
同
的
占
有
」
化
、
賦
役
均
等
負
捻
の

た
め
の
「
共
同
的
占
有
」
化
な
ど
村
落
償
行
に
基
づ
く
も
の
も
多
い
。
し
た
が

っ
て
「
共
同
的
占
有
」
は
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
土
地
占

有
形
態
で
あ
る
と
も
、
逆
に
蛍
該
期
ジ
ャ
ワ
に
自
律
的
な
(
植
民
地
支
配
の
影

響
を
受
け
て
い
な
い
)
慣
習
と
も
い
え
な
い
。
要
す
る
に
強
制
栽
培
制
度
の
導

入
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
時
に
は
暴
力
的
な
土
地
改
造
に
よ
り
、
ま
た
時
に

は
慣
習
の
擬
制
化
と
い
う
隠
然
た
る
方
法
で
、
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ワ
に
固
有
の
土

地
占
有
形
態
に
似
せ
て
「
共
同
的
占
有
」
地
を
急
速
に
抜
大
し
た
、
と
誘
拐
す

る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
宮
本
氏
も
「
共
同
的
占
有
」
を
単
一
の
も
の
と

し
て
で
な
く
、
強
制
栽
培
以
前
か
ら
存
在
し
た
ジ
ャ
ワ
に
固
有
の
も
の
と
、
そ

れ
に
似
せ
て
植
民
地
権
力
に
よ
っ
て
浩
ら
れ
た
も
の
と
の
二
種
類
の
も
の
と
し

て
と
ら
え
、
後
者
は
前
者
の
擬
制
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
氏
に
共
通
す
る
二
種
類
の
共
同
〈
値
)
的
占
有
と
い
う
考
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え
方
に
立
て
ば
、
た
し
か
に

E
R
に
お
け
る
記
述
、
即
ち
共
同
〈
鐙
〉
的
占
有

が
一
方
で
は
強
制
栽
培
制
度
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
と
述
べ
、
も
う
一
方
で
強

制
栽
培
制
度
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
す
る
記
述
を
矛
盾
な
く
説
明
し
う
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
貼
に
関
し
て
は
、
最
初
に
翠
げ
た
レ
ッ
テ
の
見
解
が
爾
者
の
質
的

差
異
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て
一
歩
前
進
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
ま
た
三
氏
の
議
論
に
は
い
く
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
開
墾
者
の
自
己
開
墾
地
に
到
す
る
権

利
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
森
氏
は
、
開
墾
者
の
世
襲
的
個
人
的
占
有

権
が
鼠
さ
れ
た
の
は
強
制
栽
培
制
度
が
原
因
で
あ
る
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
が

(
こ
の
黙
は
森
氏
の
ご
八
六
七
年
の
ジ
ャ
ワ
未
墾
地
調
査
に
つ
い
て
」
(
「
史

苑
」
四
一
ー
l

て
一
九
八
一
〉
に
詳
し
く
展
開
さ
れ
る
)
、
こ
れ
に
謝
し
て
内

藤
氏
は
、
こ
れ
は
共
同
盤
的
規
制
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
以
前
か
ら
の
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宮
本
氏
の
見
解
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

内
藤
氏
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
が
出
て
く
る
の
は
、
結

局
、
三
氏
の
議
論
と
も
に
強
制
栽
培
制
度
が
共
同
(
腹
)
的
占
有
化
を
促
進
し

た
こ
と
は
説
得
的
に
説
明
し
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
共
同
〈
睦
)
的
占
有
に
つ
い
て
は
充
分
に
論
じ
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
雨
種
の
共
同
ハ
程
)
的
占
有
の
閥
係
も
多
分
、
宮

本
氏
の
い
う
よ
う
に
擬
制
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
具
鐙
的
な
内
容
と
な
る
と
今
一

つ
明
確
に
な
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

問
題
を
困
難
に
し
て
い
る
最
大
の
原
因
は
、
直
接
生
産
者
農
民
の
土
地
所
有

権
に
関
し
て
直
接
に
言
及
し
た
史
料
が
、

E
R
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
ワ
祉
禽
経
済
史
研
究
に
お
い
て

現
地
語
史
料
の
利
用
、
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
専
ら
オ
ラ
ン
ダ
に

よ
る
調
査
報
告
類
が
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
権
力
が
土

地
問
題
に
到
し
て
本
格
的
な
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
の
は
一
九
世
紀
後
半
以
降

で
あ
り
、
盟
系
的
か
つ
大
規
模
な
調
査
報
告
と
い
う
と
E
R
ま
で
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
に
も
一
八
一

0
年
代
の
ラ
ッ

プ
ル
ズ
に
よ
る
土
地
権
調
査
や
、
強
制
栽
培
期
に
各
地
で
行
わ
れ
た
調
査
な
ど

が
あ
り
、

L
S
や
T
N
I
、
A
B
、
あ
る
い
は
E
R
の
二
巻
な
ど
に
載
録
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
充
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
こ
と

も
事
貨
で
は
あ
る
が
、
た
だ
「
以
前
か
ら
の
共
同
(
鐙
〉
的
占
有
」
の
成
立
事

情
や
性
格
の
金
値
像
を
描
い
た
よ
う
な
史
料
の
不
足
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ

る。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
は
や
や
別
の
角
度
か
ら
考
察
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
改
め
て
「
共
同
ハ
鐙
)
的
占
有
」
の
性
格
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
強
制
栽
培
制
度
期
に
個
人
占
有
か
ら
穂
換
し
て
成
立
し

た
も
の
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
級
権
力
に
よ
る
税
、
努
役
負
課
に

劉
す
る
劉
態
と
し
て
の
側
面
が
強
く
み
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
以
前
か

ら
の
共
同
(
陸
)
的
占
有
」
に
も
、
奮
マ
タ
ラ
ム
支
配
下
に
お
け
る
各
首
長
に

よ
る
税
、
勢
役
負
課
に
に
封
す
る
同
様
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
権
力
が
創
り
上
げ
た
「
共
同

種
L

は
、
マ
タ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
土
侯
権
力
が
創
り
上
げ
た
農
村
支
配
構

造
の
擬
制
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
我
々
は
、
各
首
長
居
の
上
級
所
有
権
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
よ
り
一

般
的
に
は
マ
タ
ラ
ム
の
地
方
統
治
制
度
の
分
析
を
行
な
い
、
こ
の
中
に
「
共
同

(
捜
〉
的
占
有
」
の
問
題
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
の
黙
は
、
今
後
兵
鐙
的
に
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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2
、
共
同
占
有
の
解
堕
を
め
ぐ
る
問
題

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
ジ
ヤ
ワ
の
共
同
占
有
が
次
第

に
廃
止
さ
れ
て
個
人
占
有
へ
と
穂
換
し
て
ゆ
く
問
題
に
関
す
る
議
論
を
取
り
上

げ
て
検
討
し
た
い
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
筆
者
も
か
つ
て
、

(

A

)

「
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
の
解

鐙
を
め
ぐ
っ
て
L

(

「
東
洋
史
研
究
」
一
一
一
八

|
四
、
一
九
八

O
〉
に
お
い
て
、
前

掲
田
中
論
文
の
提
起
し
た
問
題
を
具
程
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
共
同
占
有
が
政
廓
の
思
惑
ど
お
り
に
一
翠
に
は
解
鍾
し
な
か

っ
た
が
、
共
同
占
有
の
矛
盾
が
次
第
に
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
り
割
替
の
駿

止
、
共
同
健
規
制
の
空
洞
化
と
い
う
形
で
事
実
上
の
土
地
私
有
権
の
確
立
を
め

ざ
す
努
力
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
く
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
逆
に
こ
れ
ら
の
鱒
換
の
阻
止
要
因
と
し
て
糖
業
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
借

地
影
響
に
つ
い
て
は
、
二

O
世
紀
初
の
ス
ラ
パ
ヤ
南
部
を
例
に
(

B

)

「
糖
業

プ
ラ
ン
テ

1
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
曾
」
(
「
史
林
」
六
一
ー
ー
三
、
一
九
七
八
)

の
中
で
具
陸
的
に
寅
詮
し
た
。
即
ち
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
糖
業
.
フ
ラ
ン
テ

1
シ
ョ

ン
の
展
開
に
よ
っ
て
水
田
の
定
期
割
替
制
が
温
存
さ
れ
、
農
民
の
土
地

集
積
の
遁
は
基
本
的
に
は
関
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
住
民
農
業
は
そ
の
渡
展
を
阻

止
さ
れ
、
わ
ず
か
に
デ
ザ
首
長
な
ど
が
富
裕
化
し
た
以
外
、
一
般
に
土
地
占
有

農
民
は
嘗
時
の
急
速
な
商
品
経
済
の
設
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
は
分
解

せ
ず
、
全
慢
と
し
て
貧
固
化
し
て
ゆ
く
こ
と
、
更
に
そ
の
下
に
大
量
の
ル
ン
プ

ロ
的
な
非
占
有
農
民
が
存
在
し
、
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
勢
働
力
と
し
て
流
入
し

て
ゆ
く
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

筆
者
の
課
題
は
、
一
九
世
紀
末
J
二

O
世
紀
初
に
お
け
る
民
族
運
動
の
基
盤

を
な
し
た
農
村
に
お
け
る
階
級
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
農
民
屠

分
解
の
ジ
ャ
ワ
的
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
し
、
現
在
も
基
本
的
に
時
変

化
し
て
い
な
い
。
先
の
二
論
文
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
僚
件
の
解
明
を
意
図
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
民
居
分
解
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
明
確
な
展
笠
を
出

し
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
射
し
て
、
農
民
層
分
解
は
地
主
H
H
小
作
制
に
蹄
着
す

る
と
の
展
望
の
下
に
分
解
の
特
質
に
つ
い
て
の
検
討
を
協
和
け
て
こ
ら
れ
た
の

が
、
加
納
磨
良
、
宮
本
謙
介
の
雨
氏
で
あ
る
。

先
ず
加
納
氏
の
基
本
的
な
問
題
関
心
は

E
R
を
素
材
に
デ
サ
の
特
質
を
考
察

し
よ
う
と
し
た
こ
論
文
、
(

A

)

「
一
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
土
地
制
度
と
村
落
(
デ

サ
〉
共
同
佳
」
(
驚
藤
仁
編
『
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
一
九
七
六
、
所
収
)
、

(
B
〉
「
デ
サ
共
同
盟
に
関
す
る
一
考
察
|
|
『
現
地

人
土
地
権
調
査
最
終
提
要
』
を
素
材
に
|
|
」
(
「
ア
ジ
ア
研
究
」
一
一
一
一
|
四
、

一
九
七
六
〉
に
示
さ
れ
る
が
、
お
お
む
ね
衣
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
九
・
三

O
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
六

0
年
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
内
部
に
お
け
る

左
右
封
立
の
激
化
、
お
よ
び
民
族
主
義
諸
潮
流
に
共
通
す
る
集
幽
主
義
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
根
強
さ
の
背
景
を
農
村
社
曾
の
構
造
の
中
に
探
ろ
う
と
す
る
も
の

で
、
こ
れ
を

ω商
品
経
済
の
浸
透
に
よ
る
階
層
分
化
と
地
主
小
作
関
係
の
展

開、

ω階
層
分
化
に
影
響
を
輿
え
る
停
統
的
杜
舎
関
係
、
と
く
に
共
同
程
関
係

の
あ
り
方
の
ニ
側
面
か
ら
迫
求
し
よ
う
と
す
る
。

さ
て
、
加
納
氏
は
ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
、
即
ち
地
主
小
作
関
係
の
展
開
が
何
時

ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
問
題
を
立
て
、

(
A
〉
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
見

通
し
を
述
べ
る
。
「
最
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
砂
糖
キ
ピ
栽
培
を
中
心

と
す
る
エ
ス
テ
ー
ト
農
業
の
設
展
に
と
も
な
い
、
商
品
経
済
の
浸
透
と
そ
れ
に

よ
る
農
村
社
禽
の
繁
容
が
そ
れ
以
前
に
比
し
て
著
し
く
進
ん
だ
と
見
ら
れ
る
、

一
九
世
紀
末
か
ら
植
民
地
支
配
の
終
湾
ま
で
の
約
七

0
年
開
に
お
け
る
土
地
制

度
の
獲
容
で
あ
ろ
う
。
こ
の
揖
変
容
、
過
程
の
起
黙
を
な
し
て
い
る
の
は
、
私
企
業
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エ
ス
テ
ー
ト
の
土
地
利
用
に
門
戸
を
開
放
し
た
一
八
七

O
年
の
い
わ
ゆ
る
土
地

二
法
の
制
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
植
民
地
時
代
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の

展
開
、
す
な
わ
ち
土
地
問
題
の
褒
生
の
端
緒
も
ま
た
、
ひ
と
ま
ず
一
八
七

O
年

前
後
と
考
え
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
」
守
・

5
3

即
ち
、
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
自
由
主
義
」
政
策
の
開
始
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社

舎
の
分
解
の
開
始
が
パ
ラ
レ
ル
な
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

ま
た
、

E
R
に
示
さ
れ
る
農
村
社
曾
像
を
加
納
氏
は
分
解
前
の
「
原
型
」
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
特
色
は
以
下
の
四
黙
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

ω耕
地
の
商
品
化
は
全
般
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
貰
買
・
質
流
れ
に

よ
る
耕
地
の
集
積
は
共
同
的
規
制
の
緩
い
西
ジ
ャ
ワ
を
例
外
的
に
進
ん
で
い
な

い。

ωか
な
り
庚
範
に
見
ら
れ
る
農
民
閲
小
作
慣
行
は
、
水
卒
的
相
互
扶
助
慣

行
の
性
格
が
強
く
、
階
級
関
係
で
は
な
い
。
即
ち
、
商
品
経
済
の
浸
透
に
よ
る

耕
地
移
動
を
通
じ
て
成
立
す
る
階
級
関
係
と
し
て
の
地
主
小
作
関
係
は
未
成

立。

ωデ
サ
の
共
同
陸
的
関
係
を
前
提
と
し
職
蔽
田
保
有
に
媒
介
さ
れ
た
あ
る

種
の
階
級
関
係
が
康
範
に
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
役
職
が
特
定
の
門
地
・
階
層

に
濁
占
さ
れ
、
他
方
で
商
品
経
済
関
係
が
設
展
す
れ
ば
こ
れ
が
事
質
上
の
地
主

小
作
関
係
に
移
行
す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。

(
(
A
)
3
・
H
3
1
1
8
0〉

加
納
氏
の

(
A
〉
(
B
〉
雨
論
文
の
重
黙
は

E
R
の
紹
介
と
整
理
に
あ
り
、

一
八
七

O
年
以
降
の
土
地
問
題
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
に
は
鰯
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
黙
は
む
し
ろ
七
四
年
に
書
か
れ
た
氏
の

(
C
〉
「
槌
民

地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
村
落
経
済
|
|
ブ
l
ケ
と
ブ
ル
ヘ
ル
の
所
設
を
め
ぐ
っ

て
|
l」
(
「
ア
ジ
ア
経
済
」
一
五
|
二
、
一
九
七
四
)
に
お
い
て
、
関
車
で
は

あ
る
が
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七

O
年
の
土
地
二
法
の
制
定
を

契
機
と
す
る
エ
ス
テ
ー
ト
経
済
の
本
格
的
進
展
に
伴
な
い
、
土
地
賃
貸
料
、
労

賃
な
ど
の
形
で
農
民
の
貨
幣
牧
入
の
機
禽
が
抽
唱
え
、
地
租
を
は
じ
め
と
す
る
金

納
税
賦
課
に
よ
り
ジ
ャ
ワ
経
済
の
商
品
経
済
化
が
か
な
り
の
速
度
で
進
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
の
二

O
世
紀
初
の
土
地
所
有
の
特
色
は
M
W
に
よ
る

と、

ω金
値
に
所
有
規
模
が
著
し
く
零
細
。

ω地
主
的
土
地
所
有
が
来
展
開
。

ω土
地
を
持
た
ぬ
大
量
の
農
民
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
後
、
商
品
経
済
が
一
層

浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
一
九

O
五
年
か
ら
一
九
二
五
年
の
聞
に
ジ
ヤ

ワ
を
中
心
に
二
五
バ
ウ
以
上
の
大
土
地
所
有
者
が
相
嘗
増
加
し
た
こ
と
に
見
ら

れ
る
如
く
、
徐
々
に
地
主
的
土
地
所
有
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
性
格
は
基
本

的
に
は
農
業
経
営
に
無
関
心
な
寄
生
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
米
作
を
中

心
と
す
る
住
民
農
業
の
生
産
力
は
停
滞
的
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
急
増
し
た
農

民
的
商
品
作
物
生
産
は
商
品
経
済
の
盤
力
に
封
す
る
消
極
的
封
慮
、
家
計
補
充

的
性
格
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
市
場
と
の
閲
に
商
人
・
高
利
貸
資
本

が
介
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
直
接
生
産
者
が
企
業
家
的
農
業
経
営
者
に
上
昇
す

る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
過
程
を
デ
サ
共
同
僅
そ
の
も
の
に
そ

く
し
て
見
る
と
、
植
民
地
政
臆
の
「
鶴
換
」
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
田
の

「
共
同
占
有
」
は
全
駿
せ
ず
、
ま
た
「
個
別
占
有
」
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で
も

諸
々
の
共
同
鐙
的
規
制
が
生
き
残
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
農
民
層
分
解
の
緩
漫
な

進
行
に
よ
り
新
た
な
階
級
的
緊
張
の
素
地
が
準
備
さ
れ
デ
サ
共
同
程
に
大
き
な

「
歪
み
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
う
し
た
分
解
が
そ
の
基
本
的
枠
組
を

根
底
か
ら
解
睡
し
、
そ
の
上
に
立
つ
枇
禽
構
成
全
鐙
を
鴎
換
せ
し
め
た
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
と
評
債
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
加
納
氏
の
展
望
で
は
、
デ
サ
共
同
健
の
解
段
、
農
民
層
の
分
解
と
い

う
形
で
の
地
主
小
作
関
係
の
展
開
、
農
民
的
商
品
生
産
の
積
極
的
性
格
と
い
っ

た
黙
は
極
め
て
否
定
的
に
評
領
さ
れ
る
。
逆
に
、
近
代
ジ
ャ
ワ
の
地
主
は
萄
鐙

制
の
枠
組
を
残
し
た
ま
ま
で
、
そ
れ
を
利
用
し
た
形
で
形
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
展
望
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
加
納
氏
の
七
九
年
に
書
か
れ
た

(
D
)
「
ジ
ャ
ワ
農
村
経
済
史

研
究
の
調
度
第
換
1
|

『
イ
ン
ボ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
』

テ
l
ゼ
の
批
判
的
検
討

|
|
」
(
「
ア
ジ
ア
経
済
」
二

O
二
)
に
な
る
と
、
こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
繁
化

し
、
む
し
ろ
分
解
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
ギ
ア

ツ
の
「
イ
ン
ボ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
」
と
は
、
水
田
の
稲
作
山
氏
業
に
お
い
て
、

人
口

増
加
に
封
し
努
働
の
集
約
化
、
即
ち
m

早
位
面
積
嘗
り
の
労
働
投
入
量
の
増
加
に

よ
り
劉
悠
す
る
と
い
う
通
路
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
ほ
ぽ
強
制
栽
培
制
度
の
開

始
に
よ
り
始
ま
り
、
一
八
七

O
年
以
降
の
「
自
由
主
義
」
時
代
、
プ
ラ
ン
テ
l

シ
ョ
ン
の
展
開
と
と
も
に
満
開
期
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。
ギ
ア
ツ
に
よ
る

と
、
村
落
は
プ
ラ
ン
テ
l
シ
z
ン
の
展
開
に
針
し
て
「
イ
ン
ボ
リ
ュ

l
シ
ョ
ナ

ル
」
に
順
態
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た

村
落
の
構
造
は

「
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
を

持
ち
、
共
同
占
有
が
強
化
さ
れ
、
米
と
な
ら
ぶ
主
要
産
物
と
し
て
の
非
港
紙

一

年
生
食
用
作
物
の
乾
季
栽
培
の
設
展
も
農
村
経
済
の
構
造
袋
化
を
も
た
ら
さ

ず
、
む
し
ろ
イ
ン
ボ
リ
ュ
l
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
た
。
こ
れ
を
分

配
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
ジ
ヤ
ワ
の
農
村
社
舎
は
大
地
主
と
農
奴
ま
が
い
と
に

分
化
す
る
の
で
は
な
く
、
「
貧
困
の
共
有
」
と
い
う
労
働
機
舎
と
所
得
の
分
配

を
め
ぐ
る
慣
行
に
よ
り
比
較
的
高
い
枇
舎
的
経
済
的
同
質
性
を
維
持
し
た
と
い

A
ノ
。

以
上
の
よ
う
に
ギ
ア
ツ
設
は
一
種
の
農
民
層
分
解
否
定
論
で
あ
る
が
、
加
納

氏
に
よ
る
と
最
近
の
ジ
ャ
ワ
農
村
粧
品
園
調
査
か
ら
耕
地
保
有
を
め
ぐ
る
鮮
明
な

階
層
分
化
、
地
主
・
富
農
層
の
商
業
的
農
業
志
向
、
分
袋
小
作
の
階
級
的
性
格

な
ど
、
ギ
ア
ツ
の
枠
組
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
事
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
う
。
加
納
氏
に
よ
る
と
、
か
く
の
如
き
事
態
は
一
九
六

0
年
代
、
「
線

の
革
命
」
の
波
及
に
よ
る
稲
作
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
も
の
だ

が
、
そ
う
し
た
新
技
術
を
吸
枚
し
て
農
業
生
産
の
合
理
化
と
外
向
的
設
展
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
潜
在
的
主
佳
的
要
因
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
企
業

心
に
富
ん
だ
在
村
地
主
・
富
山
炭
層
の
存
在
こ
そ
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
地
主
・
富
山
比
暦
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
い
か
な
る
過
程
を
経
て
形

成
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
は
経
済
史
研
究
者
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で

あ
る
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
見
通
し
を
述
べ
る
。

即
ち
、
こ
れ
ら
の
地
主
や
富
幾
層
は
、

一
九
三

0
年
代
不
況
や
日
本
軍
政
、

戦
後
の
濁
立
革
命
の
過
程
で
の
甘
蕉
エ
ス
テ
ー
ト
の
農
業
構
造
規
定
要
因
と

し
て
の
地
位
の
低
下
、
一
九
六

O
年
農
地
基
本
法
制
定
に
よ
る
奮
土
地
法
制
緩

止
、
こ
れ
に
よ
る
エ
ス
テ
ー
ト
の
農
地

・
農
民
支
配
の
崩
壊
と
行
政
村
落
の
土

地
所
有
に
針
す
る
共
同
盟
的
制
限
の
撤
膝
と
い
っ
た
歴
史
的
な
経
過
の
下
で
、

そ
の
潜
在
カ
を
蓄
え
て
き
た
仰
で
あ
り
、
植
民
地
期
に
形
成
さ
れ
た
「
二
重
経

済
」
の
制
度
的
枠
組
は
プ
l
ケ
や
ギ
ア
ツ
が
強
調
す
る
ほ
ど
堅
固
な
も
の
で
は

な
く
、
動
態
的
過
程
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
っ

て
、
オ
ラ
ン
ダ
支
配
下
の
「
重
ね
置
き
」
的
経
済
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
「
土

着
経
済
の
根
本
的
繁
化
は
飲
如
」
し
て
い
た
と
い
う
ギ
ア
ツ
の
シ
ェ
ー
マ
は
疑

問
で
あ
り
、
む
し
ろ
植
民
地
支
配
の
展
開
と
と
も
に
、
ジ
ヤ
ワ
の
杜
曾
経
済
機

構
は
根
本
的
な
努
化
を
経
験
し
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
地
主
や
富
農
、

土
地
な
し
農
民
の
形
成
(
そ
の
歴
史
的
起
源
は
、
い
ず
れ
も
植
民
地
期
、
そ
れ

も
お
そ
ら
く
一
九
世
紀
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
大
き
い
〉
も
、
こ
の
動
態
的
把

慢
の
縄
座
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
企
業
心
に
富
ん
だ
在
村
地
主
・
富
山
炭
層
」
と
は

具
鐙
的
に
は
い
か
な
る
階
層
の
人
々
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
貼
を
加
納
氏
の

(D
)
の
立
論
の
根
媛
の
一
つ
と
な
っ
た
、
氏
自
身
の
手
に

よ
る
一
九
七
六
|
七
八
年
に
お
け
る
東
部
ジ
ャ
ワ
の
マ
ラ
ン
豚
ゴ
ン
ダ
ン
ル
ギ
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郡
パ
グ
ラ
ラ
ン
村
の
調
査
の
報
告
書
『
パ
グ
ラ
ラ
ン

1

1
東
部
ジ
ャ
ワ
農
村
の

富
と
貧
困
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
一
九
七
九
〉
に
見
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、

土
地
所
有
の
大
小
に
基
づ
く
鋭
い
階
層
分
化
と
貧
富
の
差
、
地
主
と
小
作
、
農

業
雇
用
労
働
と
い
う
関
係
は
、
奮
村
落
枇
曾
に
お
け
る
身
分
制
た
る
ゴ
ゴ
ル
制

と
は
直
接
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
地
主
富
由
民
層
は

一
九
六

O
年
の
農
地

基
本
法
制
定
に
よ
る
ゴ
ゴ
ル
制
廃
止
以
前
か
ら
進
行
し
て
い
た
ヤ
サ
ン
地
(
村

の
庭
分
権
の
及
ば
な
い
自
由
な
私
有
地
)
の
媛
大
と
、
そ
こ
に
お
け
る
農
民
的

商
業
的
農
業
と
し
て
の
砂
糖
キ
ピ
栽
培
の
展
開
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
見
る
と
、

(
D
〉
に
お
け
る
地
主
・
富
農
層
は
、
指
自
社
舎
の
解
鐙
、

換
言
す
れ
ば
デ
サ
の
共
同
盟
的
関
係
の
弛
緩
を
前
提
と
し
て
、
商
業
的
農
業
の

展
開
を
媒
介
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
は
氏
が

(
C
〉

で
述
べ
た
「
農
業
経
営
に
無
関
心
な
寄
生
的
な
」
地
主
像
、
「
家
計
補
充
的
」

商
品
作
物
生
産
と
は
あ
き
ら
か
に
別
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。
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こ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
、
解
緯
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
加
納
氏
が
最
初
に
立

て
た
ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
二
つ
の
側
面
を
各
々
表
わ
す
も
の

で
あ
り
、
雨
者
は
同
じ
歴
史
過
程
の
表
面
と
裏
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
加
納
氏
に
あ
っ
て
は

(
C
〉
も
(

D

)

も

歴
史
的
具
程
的
な
次
元
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
雨
者
が
無
前
提
に
ジ
ャ
ワ
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
示
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
歴
史
的
具
鐙
的
次
元
で
の
爾
者
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
各
々
に
限
定

僚
件
が
附
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に

(
C
)
と
(

D

)

と
に
お
い
て
展
望
が
食
い
違
う
の
は
、
加
納

氏
の
議
論
の
た
て
方
に
原
因
が
あ
る
。
氏
が

(
C
〉
に
お
い
て
分
解
が
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
時
、
そ
の
根
鎌
と
な
っ
た
デ
ー
タ
は
極
め
て
断
片
的
な
も
の
で

あ
り
、
ま
た
土
地
所
有
の
分
解
の
有
無
、
あ
る
い
は
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開

の
有
無
を
何
を
基
準
に
剣
断
す
る
の
か
と
い
っ
た
貼
が
明
確
で
は
な
い
。
他

方、

(
D〉
に
お
い
て
分
解
が
進
行
し
て
い
る
と
展
望
す
る
場
合
、
そ
の
素
材

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
パ
グ
ラ
ラ
ン
村
は
も
と
も
と
共
同
種
規
制
が
弱
か
っ
た

地
域
(
こ
の
村
の
属
す
る
ゴ
ン
ダ
ン
ル
ギ
郡
は
、

M
W
に
よ
る
と
、
二

O
世
紀

初
に
お
い
て
水
田
は
す
べ
て
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
っ
た
〉
で
あ
り
、
し
か
も

共
同
種
規
制
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る
現
在
か
ら
議
論
を
出
獲
さ
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
氏
の
議
論
に
お
い
て
比
較
的
豊
富
な
デ
ー
タ
ー
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
氏
が
分
解
前
の
「
原
型
」
と
見
な
し
た

E
R段
階
と
、

分
解
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
現
在
と
で
あ
っ
て
、
分
解
が
ま
さ
に
進
行
し
つ
つ
あ

っ
た
時
期
、
あ
る
い
は
ギ
ア
ツ
に
よ
れ
ば
イ
ン
ボ
リ
ュ

1
シ
3

ン
の
満
開
期
と

さ
れ
る
一
八
七

O
年
以
降
に
関
し
て
は
決
定
的
に
デ
ー
タ
l
不
足
の
ま
ま
、
爾

端
か
ら
推
測
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
、
加
納
氏
の
一
連
の
研
究
は
い
く
つ
か

の
重
要
な
論
黙
を
提
起
し
た
。
地
主
形
成
と
糖
業
.
フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
関
連

を
視
野
に
入
れ
、
一
九
三

0
年
代
、
四

0
年
代
の
糖
業
の
衰
退
期
に
地
主
形
成

の
劃
期
を
想
定
し
て
い
る
黙
、
デ
サ
の
共
同
種
的
結
合
を
利
用
し
た
デ
サ
首
長

の
地
主
化
と
、
共
同
健
規
制
の
及
ば
ぬ
土
地
を
商
業
的
農
業
を
媒
介
と
し
て
集

積
す
る
形
で
の
地
主
化
と
い
う
、
地
主
形
成
の
二
つ
の
コ
l
ス
の
存
在
を
示
唆

し
た
こ
と
な
ど
、

今
後
の
農
民
層
分
解
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
覗
黙
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
黙
は
、
宮
本
謙
介
氏
に
よ
っ
て
よ
り
具
種
的
な
形
で

提
起
さ
れ
た
。

宮
本
氏
は
「
載
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
地
問
題
|
|
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
し
て

|
|
」
(
「
一
橋
研
究
」
一
一
一
!
て
一
九
七
八
〉
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ワ
の
地
主
制
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の
地
域
的
特
質
を
「
中
・
東
部
ジ

ャ
ワ
で
は
比
較
的
大
規
模
な
職
田
地
主
を
中

心
に
そ
れ
以
外
の
中
・
小
地
主
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
の
に
比
し
て
、
西
部
ジ

ヤ
ワ
で
は
帥
棚
田
規
模
が
小
さ
く
歴
史
的
に
早
く
か
ら
土
地
の
『
個
人
的
占
有
』

権
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
職
田
占
有
以
外
の
大
地
主
の
存
在
が
著
し

い
。
」

(
3・
5
l
H
C
の
が
一
九
六

0
年
度
地
基
本
法
以
前
の
傾
向
で
あ
る
と

述
べ
、
(

A

)

「
中
部
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
地
主
制
の
形
成
と
甘
熊
.フ
ラ
ン
テ
l
シ

ョ
ン
」
(
「
一
橋
論
叢
」
八
一
1

五
、
一
九
七
九
〉
お
よ
び

(
B
〉
「
植
民
地
期

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
農
民
の
階
層
分
化
|

|
二
O
世
紀
前
半
の
若
干
の
農
村
調
査

に
み
る
|
|
」
(
「
一
橋
研
究
」
七
|
て
一
九
八
二
)
に
お
い
て
、
具
鐙
的
な

事
例
を
検
討
す
る
。

先
ず
(

A

)

で
は
、
中
部
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
地
主
形
成
の
特

徴
が

ω土
地
商
品
化
、

ω商
品
生
産
の
展
開、

ω分
割
相
綴
制
、

ω農
業
生
産

力
の
上
昇
、
川
別
職
回
経
営
の
境
容
の
五
つ
の
契
機
か
ら
追
求
さ
れ
る
。
第
一

に
、
氏
に
よ
る
と
「
個
人
的
占
有
」
と
「
共
同
的
占
有
」
と
い
う
所
有
形
態
の

根
本
的
差
異
は
土
地
商
品
化
の
客
観
的
契
機
が
存
在
す
る
か
否
か
に
あ
り
、

「
共
同
的
占
有
」
化
を
強
制
的
に
押
し
進
め
た
強
制
栽
培
制
度
は
農
民
層
分
解

抑
止
政
策
で
あ
っ
た
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
駿
止
後
に
見
ら
れ
る
「
共
同
的
占
有
」

か
ら
「
個
人
的
占
有
」
へ
の
移
行
は
農
民
層
分
解
の
前
提
た
る
土
地
商
品
化
の

客
観
的
篠
件
の
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
商
品
生
産
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
こ
の
展
開
度
を
示
す
直
接
的
な
史
料
が
無
い
と
し
て
、
地
税
形
態
の

襲
濯
に
着
目
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
即
ち
一
九
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
に
地
税
の

金
納
化
に
よ
り
農
村
へ
の
一
定
の
商
品
H
貨
幣
経
済
の
浸
透
が
強
制
的
に
促
進

さ
れ
た
が
、
強
制
栽
培
制
度
期
に
は
へ

l
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
(
勢
役
)
の
負
猪

の
重
墜
の
た
め
に
匪
芽
的
利
潤
の
形
成
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
加
え
て
土
地
の
共

同
的
占
有
化
が
進
め
ら
れ
た
た
め
に
農
民
層
分
解
に
直
接
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
強
制
栽
培
駁
止
後、

へ
l
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
が
駿
止
さ
れ
人
頭

税
徴
収
へ
と
切
り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
と
、
農
民
は
商
品
経
済
に

一
層
深
く
ま
き

こ
ま
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
、
こ

の
こ
と
は
商
品
生
産
の
一
定
の
展
開
を
推

察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、

宮
本
氏
も
ま
た

「自
由
主
義」

政
策
時
代
に
農
民
居
分
解
の

前
提
篠
件
が
形
成
さ
れ
て
く
る
と
見
な
す
の
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば
助
の
分

割
相
綴
制
の
慣
行
が
ジ
ャ
ワ
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
常
に
土
地
分
割
が

同
時
進
行
し
、
一
般
農
民
が
上
昇
し
て
大
土
地
所
有
者
と
な
る
可
能
性
は
小
さ

か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
農
業
生
産
力
の
面
で
も
濯
瓶
の
整
備
に
基

づ
く
生
産
力
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
定
期
聞
を
と
る
と
車
位
面
積
嘗
り
の

生
産
力
上
昇
が
た
だ
ち
に
戸
別
経
営
の
生
産
力
上
昇
を
意
味
す
る
と
は
限
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
大
土
地
所
有
形
成
の
直
接
的
契
機
と
は
な
ら
な
い
と
説
明
さ

れ
る
。

か
く
し
て
宮
本
氏
は
地
主
形
成
の
カ
ギ
を
職
田
経
営
の
繁
化
に
求
め
、
そ
の

黙
を
中
部
ジ
ャ
ワ
の
プ
ル
ワ
ル
ジ
ャ
、

パ
テ
ィ
爾
豚
に
つ
い
て
具
健
的
に
分
析

す
る
。
前
者
の
例
で
は
、
各
村
落
の
職
回
規
模
は
全
水
田
の
一

O
J二
OWAと

大
き
く
、
特
に
村
長
の
職
回
は
盤
倒
的
に
庚
い
村
内
の
最
優
良
地
を
割
り
あ
て

ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
村
長
職
は
事
賃
上
の
世
襲
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

職
田
は
、
従
来
は
村
民
に
よ
る
品
目
役
で
耕
作
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
商
品
経
済

の
浸
透
に
よ
る
村
落
労
役
全
般
の
金
納
化
進
行
と
い
う
趨
勢
の
中
で
職
田
で
の

努
働
も
代
金
納
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
村
長
も
職
田
を
貸

附
け
て
小
作
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
か
く
し
て
地
主
経
営
が
成
立
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
後
者
で
も
同
様
の
例
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に
村
長
が
職

田
に
お
け
る
地
主
経
営
を
足
が
か
り
に
し
て
「
個
人
的
占
有
」
地
の
集
積
を
進

め
、
職
回
以
外
に
経
省
を
蹟
大
し
て
い
る
例
も
存
在
し
た
と
い
う
。
宮
本
氏
は

-132ー
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以
上
の
デ
ー
タ
J
を
基
に
、
中
部
ジ
ャ
ワ
は
一
般
農
民
の
土
地
集
積
に
よ
る
大

規
模
な
地
主
経
営
は
極
め
て
困
難
な
篠
件
下
に
あ
る
の
で
、
比
較
的
大
規
模
な

地
主
経
営
は
職
回
と
い
う
経
済
外
的
強
制
に
基
づ
く
土
地
確
保
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
成
立
し
え
な
い
、
し
た
が
っ
て
中
部
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
職
団
地
主

と
、
極
一
部
の
一
般
農
民
の
土
地
集
積
に
よ
る
中
・
小
地
主
と
い
う
こ
つ
の
地

主
形
成
の
型
が
あ
る
が
、
前
者
が
基
本
線
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
ま
た
こ
れ
ら
の

地
主
層
の
成
立
に
よ
っ
て
他
極
に
は
波
落
す
る
屋
倒
的
多
数
の
農
民
層
が
生
み

出
さ
れ
た
と
す
る
。

次
に
(

B

)

で
は
、
商
品
生
産
の
披
大
を
媒
介
と
す
る
土
地
商
品
化
の
進
展

の
意
義
が
再
び
強
調
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
二

O
世
紀
初
の
土
地
集
積
の
あ
り

方
が
、
定
期
割
替
を
伶
な
う
共
同
占
有
地
(
モ
ジ
ョ
タ
ル
ト
豚
)
と
個
人
占
有

地
(
ク
ラ
ク
十
ン
燃
〉
の
南
方
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
定
期
割
替
地
の
比
率
が
高
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
占
有
農
民
の
存

在
な
ど
に
見
ら
れ
る
如
く
農
民
間
に
一
定
の
絡
差
が
見
ら
れ
、
ま
た
賃
借
と
い

う
形
で
の
上
層
農
民
に
よ
る
耕
地
集
積
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
共
同

盟
規
制
が
緩
め
ば
占
有
権
の
移
動
に
進
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
既
に
土
地
買
買
に
よ
る
占
有
権
の
移
動
が
一
般
化
し

て
お
り
、
一
九

O
O年
J
一
0
年
代
に
急
激
な
階
層
分
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

植
民
地
蛍
局
や
首
長
へ
の
努
役
の
金
納
化
、
村
落
賦
役
の
代
行
制
の
普
及
に
よ

り
共
同
盟
と
し
て
労
役
負
携
者
の
減
少
を
理
由
に
村
外
へ
の
土
地
賓
却
を
制
限

す
る
理
由
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
村
落
の
枠
を
越
え
た
土
地
買
買
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
、
一
九
一
六
年
の
調
査
で
は
一

O
Oバ
ウ
を
越
え
る
大
土
地
所
有
者

さ
え
存
在
す
る
こ
と
、
他
方
で
耕
地
の
開
墾
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
土
地
集
積
に
と
も
な
い
大
多
数
の
農
民
は
下
降
し
、
ト
ゥ
ル
!
と
呼
ば

れ
る
直
小
作
と
な
る
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。

宮
本
氏
は
更
に
、
こ
う
し
た
農
民
暦
分
解
の
展
開
と
糖
業
を
中
心
と
し
た
プ

ラ
ン
テ
l
シ
ョ
γ
経
管
の
関
連
に
つ
い
て
も
議
論
を
展
開
す
る
。
即
ち
「
甘
熊

プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
γ
経
営
は
、
職
田
地
主
を
媒
介
と
す
る
牢
封
建
的
生
産
関
係

へ
の
編
成
替
に
よ
っ
て
適
合
的
に
存
在
し
え
た
」
の
で
あ
り
、
「
宇
封
建
的
生

産
関
係
の
展
開
」
は
「
植
民
地
経
営
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
、
そ
の
構
造
的
一
環

と
し
て
機
能
し
た
」
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
村
落
支
配
暦
の
地
主
的
再
編

が
、
.
フ
ラ
ン
テ
I
シ
ョ
ン
経
営
に
と
っ
て
は
、
そ
の
用
地
お
よ
び
労
働
力
確
保

の
た
め
に
有
数
に
機
能
し
た
」
(

(

A

〉

3
・
5
∞1
5
3
の
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
宮
本
氏
の
農
民
暦
分
解
に
関
す
る
議
論
は
、
職
国
経
営
の
問
題
を
現

野
に
入
れ
、
職
団
地
主
と
い
う
型
を
中
部
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
地
主
形
成
の
基
本

コ
l
ス
と
し
て
具
盤
的
に
措
定
し
え
た
と
こ
ろ
に
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ろ

う
。
衣
に
、
共
同
占
有
地
に
お
け
る
上
層
農
民
の
借
地
が
、
経
営
面
積
の
績

大
、
階
層
分
化
の
一
つ
の
コ

l
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
見
通

し
に
も
賛
成
し
た
い
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
共
同
占
有
地
持
分
の
貸
借
は
既
に

E
R
の
中
に
も
記
述
一
か
あ
り
。
・

3
・
這
認
な
ど
)
、
先
述
の
如
く
加
納
氏

に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は
何
ら
の
階
級
的
性
格
を
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
し
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
宮
本
氏
の
い
う
「
借
地
」
が
、

E
R
時
代
の
借
地
や
分
盆

小
作
と
質
的
に
違
う
の
か
否
か
、
違
う
と
す
れ
ば
そ
の
差
は
何
を
契
機
に
、
何

時
愛
生
し
た
の
か
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

夫
に
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
経
営
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
氏
の
見
解
は
や
や
納

得
し
が
た
い
黙
が
あ
る
。
氏
の
議
論
は
要
す
る
に

ω村
落
支
配
層
の
地
主
的
再

編
が
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
経
営
の
前
提
で
あ
る
、

ωこ
の
再
編
は
植
民
地
経
脇
田

に
よ
り
主
導
さ
れ
た
、
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
特
に
問
題
を
感
じ
る

の
は
、
こ
の
う
ち
の

ωで
あ
る
。
以
下
、
や
や
具
盤
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
に
、
糖
業
.
フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
経
営
の
根
幹
で
あ
る
栽
培
用
地
確
保
の

-133一
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仕
方
は
、
か
つ
て
筆
者
が
ス
ラ
バ
ヤ
の
例
で
質
認
し
た
よ
う
に
、
少
く
と
も
ニ

O
世
紀
初
に
お
い
て
は
む
し
ろ
共
同
践
的
な
関
係
を
温
存
さ
せ
て
、
そ
の
代
表

た
る
村
落
首
長
の
権
力
を
利
用
し
た
の
で
あ
り
、
特
に
村
落
首
長
が
地
主
的
に

再
編
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
用
地
確
保
の
問
題
は
、

宮
本
氏
に
あ
っ
て
は
全
く
論
詮
抜
き
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
筆
者
も
一

九

二

0
年
代
と
か
三

0
年
代
と
い
っ
た
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
わ
け
で
も
な
い

の
で
こ
れ
以
上
の
議
論
は
避
け
た
い
。
む
し
ろ
、
氏
の
議
論
の
中
心
は
労
働
力

供
給
問
題
に
あ
る
の
で
次
に
そ
れ
を
検
討
し
た
い
。

さ
て
、
こ
の
貼
は
氏
の

(

B

)

に
も
や
や
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
ふ
ま
え
て
要
約
す
る
と
、
大
土
地
所
有
の
形
成
さ
れ
る
針
極
に
墜
倒
的
多
数

の
零
細
燥
が
生
み
出
さ
れ
段
村
に
潜
在
的
過
剰
人
口
と
し
て
滞
留
し、

.フ
ラ
ン

テ
l
シ
ョ
ン
の
低
賃
金
労
働
力
を
構
成
す
る
と
い
う
図
式
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
問
題
は
、
零
細
農
が
歴
倒
的
に
多
い
こ
と
は
同
意
で
き
る
に
し
て
も
、
果

し
て
こ
れ
ら
の
段
民
層
が
大
土
地
所
有
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

封
極
に
生
ま
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
即
ち
雨
極
分
解
の
結
果
と
し
て
大
量

に
析
出
さ
れ
た
も
の
か
と
い
う
黙
に
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
ジ
ャ
ワ
に
お
い

て
、
し
か
も
肺
刷
業
地
州
市
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
農
民
局
分
解
が
生
じ
た

の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
も
、
宮
本
氏
は
充
分
な
論
設
を

も
と
に
議
論
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
例
え
ば
、

M
W
な
ど
を
も
と
に

二
O
世
紀
初
の
糖
業
.フ
ラ
ン
テ
l
シ

z
ン
労
働
力
問
題
を
閥
単
に
検
討
し
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
.フ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
で
の
労
働
に

従
事
す
る
の
は
主
に
土
地
貸
出
デ
サ
や
近
郊
デ
サ
の
非
占
有
農
民
で
あ
る
と
い

わ
れ
ふ
。
こ
れ
ら
の
村
は
一
般
的
に
水
田
は
共
同
占
有
で
あ
る
の
で
、
所
有
の

分
解
が
大
規
模
に
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
非
占
有

農
民
は
大
土
地
所
有
形
成
に
よ
る
土
地
喪
失
の
結
果
と
し
て
析
出
さ
れ
て
き
た

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
欝
身
分
制
下
に
お
け
る
非
占
有
農
民
麿
(
非
ゴ
ゴ
ル

庖
)
が
商
品
経
済
に
を
き
込
ま
れ
、
現
金
収
入
を
求
め
て
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ま
ン

へ
流
入
し
た
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
強
制
裁
は
咽
制
度
下
で
は
、
出
力
役
負

権
者
数
を
叫
唱
す
た
め
に
共
同
占
有
持
分
の
面
積
を
分
割
縮
少
し
て
釘
隠
し
た

が
、
縮
少
が
限
界
に
ま
で
達
し
た
た
め
に
強
制
栽
培
末
期
に
は
こ
の
方
法
が
と

り
え
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
非
占
有
農
民
の
大
量
析
出
の
一
つ
の
原

因
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
村
落
首
長
の
地
主
的
再
編
が
.フ
ラ
ン
テ
l

シ
ョ
ン
経
営
の
基
礎
と
な
っ
た
と
い
う
宮
本
氏
の
主
張
は
や
や
正
確
さ
を
依
く

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
加
納
、
宮
本
雨
氏
の
議
論
を
検
討
し
て
き
た
が
、
ジ
ヤ
ワ
近
代
土
地

問
題
を
農
民
局
分
解
、
地
主
小
作
関
係
の
展
開
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
特

質
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
雨
氏
に
共
通
す
る
方
向
は
今
後
も
堅
持
さ
れ
、
更
に

深
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
も
っ

と
地
域
的
時
期

的
限
定
を
つ
け
て
、
各
地
域
、
時
期
の
各
々
の
特
殊
僚
件
を
考
慮
に
入
れ
て
議

論
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
性
急
な
一
般
化
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

要
は
、
商
品
生
産
の
展
開
と
共
同
種
規
制
の
弛
緩
と
い
う
分
解
の
基
礎
的
要
件

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
そ
れ
ら
に
影
響
を
輿
え
た
様
々
な

諸
傑
件
|
|
例
え
ば
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
有
無
、
地
税
や
締
役
の
金

納
化
の
程
度
、
農
業
生
産
力
水
準
、
人
口
問
題
な
ど
ー
ー
に
よ
る
地
域
的
時
期

的
多
様
性
の
中
で
、
個
別
に
検
討
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

》
内
ノ
。

-134ー

お

わ

り

小
論
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
土
地
問
題
研
究
が
、
一
九
六
九
年
の
田

中
論
文
以
来
、
デ
サ
共
同
鐙
の
問
題
を
焦
貼
に
し
て
着
寅
に
設
展
し
て
き
た
こ
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